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Research Abstract

中枢シナプス可塑性における神経終末内カルシウム貯蔵部位の役割を検討する⽬的で、海⾺スライス標本を⽤いた神経終末内カルシウム(Ca^<2+>)濃度測定法の
開発を試みた。⼊⼒線維層組織内に局所的に注⼊した細胞膜透過型蛍光Ca^<2+>指⽰薬rhod 2-AM が軸索内に取り込まれ神経終末まで輸送されることを利⽤し
て、CA1野シャーファー側枝シナプスおよびCA3野苔状線維シナプスにおける⼊⼒線維の選択的な蛍光標識が可能であった。特に苔状線維シナプスではCA3野透明
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層において直径2〜3μmと中枢シナプスとしては⼤型な単⼀苔状線維終末が観察できた。このような標本においてシナプス部位(CA1野放線層またはCA3野透明層)
から単⼀フォトダイオードを⽤いて蛍光強度を測定し⼊⼒線維層に単⼀電気刺激を与えると⼀過性の蛍光強度の増加が測定された。この蛍光強度増加はグルタミン
酸受容体阻害剤(CNQX, AP5およびMCPG)を⽤いてシナプス伝達をシナプス後性に遮断しても減弱せず、活動電位に伴うシナプス前部(神経終末)へのCa^<2+>流
⼊を反映すると考えられた。上述した神経終末内Ca^<2+>濃度測定法を⽤いてこれまでに、CA1野シャーファー側枝シナプスにおける代謝型グルタミン酸受容体
(mGluR)アゴニストのシナプス前抑制作⽤が神経終末へのCa^<2+>流⼊の低下によることを明らかにした。また、この問題と関連して、CA3野苔状線維シナプス
ではCA1野シナプスとは異なるmGluRサブタイプ(mGluR2またはmGluR3)が選択的に発現している可能性を⽰した。

[Publications] M.Yoshino: "Suppression of presynaptic calcium influx by metabotropic glutamate receptor agonists in neonatal rat hippocampus."
Brain Research. 695. 179-185 (1995)



[Publications] H.Kamiya: "Activation of metabotropic glutamate receptor type 2/3 suppresses transmission at rat hippocampal mossy fiber synapse."
The Journal Physiology. 印刷中.



[Publications] M.Yoshino: "A metabotropic glutamate receptor agonist DCG-IV suppresses synaptic transmission at mossy fiber pathway of the guinea
pig hippocampus." Neuroscience Letters. 印刷中.



https://kaken.nii.ac.jp/en/report/KAKENHI-PROJECT-07279216/072792161995jisseki/
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);

